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●征くシリーズ●取材・執筆／本誌編集部

サンボーンハウスを征く
19世紀の挿絵画家が愛した

■ 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
を
代
表
す
る
人
気
雑
誌

「
パ
ン
チ
（Punch

）」
の
挿
絵
を
手
掛
け
て

い
た
リ
ン
リ
ー
・
サ
ン
ボ
ー
ン
が
暮
ら
し
て

い
た
自
宅
が
、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
の
住
宅
街
の

一
角
に
あ
る
。
今
回
は
、
こ
の
知
る
人
ぞ
知

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
「
サ
ン
ボ
ー
ン

ハ
ウ
ス
」
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

１
８
４
１
年
に
創
刊
さ
れ
た
「
パ
ン
チ
」

は
、
時
事
や
政
治
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
、
と
き
に
は
皮
肉
た
っ
ぷ
り

に
伝
え
て
い
た
週
刊
誌
だ
。
政
治
家
や
国
家
、

果
て
は
王
族
ま
で
も
を
批
判
す
る
こ
と
を
た

め
ら
わ
ず
、
そ
の
矛
盾
や
欠
点
を
わ
ざ
と
誇

張
し
て
描
い
た
風
刺
イ
ラ
ス
ト
が
特
徴
で
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
爆
発
的
な
人
気
を

誇
っ
た
（
１
９
９
２
年
に
廃
刊
／
の
ち
に
復

刊
し
た
が
２
０
０
２
年
に
再
廃
刊
）。
同
誌
に

は
数
人
の
「
お
抱
え
挿
絵
画
家
」
が
い
た
が
、

リ
ン
リ
ー
・
サ
ン
ボ
ー
ン
も
そ
の
ひ
と
り
で

あ
る
。

　

１
８
４
４
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
毛
皮
輸
入
業

を
営
む
家
に
生
ま
れ
た
サ
ン
ボ
ー
ン
は
、
幼

い
頃
か
ら
絵
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
い
た
少

年
だ
っ
た
。
周
囲
の
勧
め
に
し
た
が
っ
て
美

術
学
校
に
進
学
す
る
も
、
肌
に
合
わ
ず
に

３
ヵ
月
で
退
学
。
グ
リ
ニ
ッ
ジ
の
船
舶
会
社

で
働
き
は
じ
め
る
と
、
絵
の
腕
を
買
わ
れ
て

製
図
室
勤
務
と
な
っ
た
。
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
サ
ン
ボ
ー
ン
は
、
製
図
作
業
の

合
間
に
同
僚
た
ち
の
似
顔
絵
な
ど
を
描
い
て

楽
し
む
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、
そ
の
同
僚

を
介
し
て
パ
ン
チ
誌
の
編
集
長
の
手
に
ス

ケ
ッ
チ
が
渡
り
、
な
ん
と
同
社
に
臨
時
雇
用

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
最
初
は
文
章
の
冒
頭
に
あ
る

大
き
な
頭
文
字
を
装
飾
す
る
「
下
っ
端
ア
ル

バ
イ
ト
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
メ
イ
ン
の
イ

ラ
ス
ト
を
任
さ
れ
る
前
に
辞
め
て
い
く
人
も

多
い
中
、
サ
ン
ボ
ー
ン
は
地
道
に
実
績
を
積

ん
で
い
き
、
４
年
後
に
正
社
員
と
し
て
契
約
。

７
年
後
に
は
風
刺
イ
ラ
ス
ト
の
担
当
を
任
さ

れ
、
最
終
的
に
主
席
挿
絵
画
家
の
地
位
に
ま

で
の
ぼ
り
詰
め
、
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
雑

誌
を
支
え
た
。

　

ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
・
ハ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら

一
歩
入
っ
た
住
宅
街
に
あ
る
サ
ン
ボ
ー
ン
ハ

ウ
ス
は
、
１
８
７
５
年
、
サ
ン
ボ
ー
ン
が
31

歳
の
と
き
に
夫
妻
で
引
っ
越
し
て
き
た
家
で
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あ
る
。
入
居
時
は
新
築
で
、
い
わ
ゆ
る
普
通

の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
だ
っ
た
が
、
窓
に
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
を
は
め
込
み
、
室
内
を
大
好
き
な

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
壁
紙
で
覆
い
、
当

時
流
行
し
て
い
た
中
国
や
日
本
の
東
洋
陶
磁

器
や
イ
ラ
ス
ト
を
所
狭
し
と
飾
る
な
ど
し
て

改
装
。
お
金
に
は
困
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の

の
、
も
の
す
ご
く
裕
福
と
も
言
え
な
い
典
型

的
な
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
だ
っ
た
サ
ン

ボ
ー
ン
は
、
仕
事
柄
、
著
名
人
や
財
界
人
を

家
に
招
く
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
の

目
に
適
い
な
が
ら
も
、
パ
ン
チ
誌
の
主
席
画

家
ら
し
く
ど
こ
か
い
び
つ
で
過
剰
、
世
紀
末

的
な
雰
囲
気
の
漂
う
「
見
せ
る
た
め
の
家
」

を
つ
く
り
あ
げ
た
の
だ
っ
た
。

　

サ
ン
ボ
ー
ン
夫
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
、
子

ど
も
た
ち
は
室
内
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
を

望
ん
だ
と
い
う
。
彼
の
死
後
か
ら
１
１
５
年

が
経
つ
が
（
１
９
１
０
年
死
去
）、
今
も
彼
が

暮
ら
し
た
当
時
の
ま
ま
の
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

現
代
の
我
々
か
ら
見
る
と
、「
ち
ょ
っ
と
や

り
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
？
」
と
思
う
く
ら
い
の
装

飾
過
多
な
イ
ン
テ
リ
ア
は
、
典
型
的
な
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
後
期
の
様
式
で
も
あ
る
。
も
し

余
裕
が
あ
れ
ば
、
同
所
か
ら
10
分
程
で
行
け

る
「
レ
イ
ト
ン
ハ
ウ
ス
」
も
あ
わ
せ
て
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（2025 年 11 月 11 日現在）

【写真 P10】ドローイングルーム
【写真 P11】サンボーン夫妻の息子ロイの寝室（左上）、屋根裏につくられたリンリー・サン

ボーンの仕事部屋（上）、リンリー・サンボーンの写真（左）、リンリー・サンボーンが描いた
イラスト（左下）。

Sambourne House
18 Stafford Terrace, London W8 7BH
www.rbkc.gov.uk/museums/sambourne-house

【開館日】	 水～日曜　10：00 ～ 17：30
【入場料】	 ￡12

※レイトンハウスとの共通券もあり。
（￡22 ／ https://leightonhouse.digitickets.co.uk/tickets）

別々にチケットを購入するよりも￡４割引になる。

【最寄り駅】	地下鉄 ハイストリート・ケンジントン駅
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Holland Park

デザイン・ミュージアム
The Design Museum

サンボーンハウスサンボーンハウス
Sambourne HouseSambourne House

Kensington High St

Kensington Church St

レイトンハウスレイトンハウス
Leighton HouseLeighton House

ケンジントン宮殿ケンジントン宮殿
Kensington PalaceKensington Palace

High Street Kensington

KensingtonKensington
GardensGardens
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　地下鉄ハイストリート・ケンジントン駅から徒歩圏内には、アートスポッ
トが数多く点在（P11 の地図参照）。駅を出て左手へ進めば、サンボーン
ハウス、デザイン・ミュージアム、レイトンハウスにたどり着き、逆に駅
から右手へ歩くと、ケンジントン宮殿に行くことができる。どちらにもホ
ランドパーク、ケンジントン・ガーデンズというのんびり散策できる公園
もあるので、休日に１日じっくりアートウォークを楽しんでみては？
　優雅に休憩したい人は、ケンジントン・ガーデンズの向かいに建つ、旧
男爵邸を改築した５つ星ホテル「ザ・マイルストーン・ホテル＆レジデン
ス」でのアフタヌーンティー（￡85）もおすすめだ。

ハイストリート・ケンジントン

17 世紀ステュアート朝時代、
18 世紀ジョージ王朝時代の王
宮であり、ヴィクトリア女王
が生まれ育った場所でもある
ケンジントン宮殿。ダイアナ
元妃が離婚後に暮らしたのも
ここ。サンケン・ガーデンに
は、2021 年に公開された「ダ
イアナ像」が建っている。

開放感のある吹き抜けの建物
が特徴的なデザイン・ミュー
ジアム。製品デザインやグラ
フィック・デザイン、インテ
リア、テクノロジーなど幅広
い分野のコレクションを通し
て、英国における現代のデザ
イン史を学ぶことができる。

ヴィクトリア朝を代表する画
家、フレデリック・レイトン
の自宅。数々の作品をヴィク
トリア女王へ売却して得た資
産を惜しみなくつぎ込み、中
東から買い集めたタイルを
使って豪華なアラブホールを
建造するなど、30 年の歳月を
かけて増改築を重ねている。

© Media5212

12 Holland Park Road,
London W14 8LZ
水～月曜 10：00 ～ 17：30
www.rbkc.gov.uk/museums

Kensington Gardens, 
London W8 4PX
水～日曜 10：00 ～ 16：00
www.hrp.org.uk/kensington-palace

224-238 Kensington High Street, 
London W8 6AG
毎日 10：00 ～ 17：00

（金曜は 18：00 まで）

https://designmuseum.org

エキゾチックな画家の邸宅

レイトンハウス

ヴィクトリア女王が生まれた

ケンジントン宮殿
近代のデザインや建築を学べる

デザイン・ミュージアム


